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［注意事項］
１．監督者の指示があるまで，この問題冊子を開かないこと。
２．問国，回の解答はマークシートにマークし，問回の解答は専用の解答用紙に
書くこと。
３．マークシート解答用紙は，コンピュータで処理するので，折り曲げたり汚した
りしないこと。
４．マークシートに，氏名・受験番号を記入し，受験番号をマークする。マークが
ない場合や誤って記入した場合の答案は無効となる。また，開回の解答用紙に
も受験番号・氏名を記入する。無記入の場合や受験番号を誤記入した場合はその
答案は無効になる。

５。問［Ｘ］，回において，マークするときは，ＨＢまたはＢの黒鉛筆を用いるこ
と。誤ってマークした場合には，消しゴムで丁寧に消し，消しくずを完全に取り
除いたうえで，新たにマークし直すこと。
６。マークで解答する場合は，下記の例に従い，

正しいマーク例
匝 亘 ： ｉ 亙 匹 ］

正 し く マ ー ク す る こ と 。
誤ったマーク例
① ① ○ ④ ③ ④
① ① ９ ’ ④ ④ ④
① ① 壱 （ １ ） ④ ④
① ⑦ - ④ ④ ④

○をする
Ｖをする
完全にマークしない
枠からはみだす

７。マークで解答する場合，□二］の中の文字は，それぞれ符号（-）または，数
字１文字が対応している。ただし，符号は選択肢に含まれない場合がある。例え
ば，Ｆ‾ヲ‾マ］の形の場合，-９から-１の整数または１０から９９の整数が入り得
る。

例 - ２ の 場 合

３２の場合

ア ● ④ ① ① ④ ④ ⑧ ④ ① ⑧ ③
イ ④ ① ● ③ ④ ③ ④ ① ⑧ ④

ア ⑧ ○ ① ① ● ④ ④ ④ ① ⑧ ③
イ ⑨ ① ● ③ ④ ④ ④ ① ⑧ ③

◇Ｍ２（２６４-１７）



国 口 に 適 す る 解 答 を マ ー ク せ よ 。 た だ し ， そ れ ぞ れ の 問 。 題 で 同 じ 記 号 の

「‾‾つには同一の値がはいる。

１０２ぺ／３一割／口匹１‾
り 丁 ∩ レ ∧ ノ ド コ コ ト ９ ．

２；ｊ（（７）２方行列Ａダイス：］Ａ７

☆ 五 言 ≫ る

- １ -

プ＜タド゚ ：゙ニ）Ｊ

◇Ｍ２（２６４-１８）



（２）極座標で表現された図形ｒ＝バθ）と原点から始まる二つの半直線θ＝α，

∂こβで囲まれる部分の面積はズ寸｛。／｀（θ）｝２16で表すことができる。たと

えば。・万＝４ｃｌｏｓ∂｜で表される図形の面積は／｜で８ｃｏｓ切16｜＝ト‾デ‾¬ソとな

る。

正葉形ｒ＝ｓｉｎ３則こおいてＯ≦ ∂ ≦２πでｒ≧Ｏとなる∂の範囲を順に示す

と

Ｏ ≦ θ ≦ ⊇ π ⊇ π ≦ θ ≦ π

⑤ π ≦ ∂ ≦ ⊇ π で あ る こ の 正 葉 形 で 囲 ま れ る 面 積 は
ー⊇］し⊇πとなる。
コ ∇コ

- ２ - ◇Ｍ２（２６４-１９）



（ ３ ） 次 の 漸 化 式 で 定 義 さ れ る 数 列 に つ いて 考 え る 。

α。＋１ニニαα，ｚ，（似±１-αい＝β（似一鴎，）

数 列 ｛ 似 ｝ の 無 限 級 数 Σ 似 は - １ ＜ α ＜ １ か つ - １ ＜ β く １ で は 収 束 す

る。

副 ＝ １ ， ＆ １ ＝ - １ の と き

α ‾

α ＝

１-
２

１-
３

β一
一 ⊇ ⊃ 大斗のときｉ似＝斗三二三三２”‾゛ｊブド“レニテ∇¬

β゜十のとき，尹１似７しつこ二Ｊである゜

-

３ - ◇Ｍ２（２６４-２０）



（４）ｃｏｓ（２・くｙ）＝-ｃｏｓ（３・く≒）に注意すると，

ＣＯＳ
π ＿

-

５

一 →
正 五 角 形 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ に つ いて ， Ａ Ｂ ＝ ゐ

→ばー

→
Ａ Ｅ

ト

-

-

プ 犬 汀 ］ 丁
匹つ

ニ ブ ニ ⊃
二 ＾

一 → ・
Ａ Ｄ ＝ ぱ と お く 。 こ の と き ，

＝
→
ｄ

→
５

フ コ
二 ’

二 工二回アノニ ⊇ 皿工

- ４ -

‾ ‾ Ｊ “ ‾ ば と な る 。

ト ∩

◇Ｍ２（２６４-２１）



（５）「Ａ」と書かれたカードが５枚，「Ｂ」と書かれたカードが３枚ある。「Ａ」の

カードを，区別できる３つの箱に分ける方法は「‾デマ‾１通りある。区別でき

ない３つの箱に分ける方法は［‾スジ‾‾］通りある。ェ「Ａ」と「Ｂ」のカードの合計

８枚を，区別できる３つの箱に分ける方法は［石ヨ二石‾］通りケあり。区別できな
い３つの箱に分ける方法は［：ｊラこ］通りある。ただし，いずれの場合も空の

箱があってもよいとする。

- ５ - ◇Ｍ２（２６４-２２）



回ド‾‾‾］に適する解答をマークせよ。ただし，それぞれの問題で同じ記号の
［ニココには同一の値がはぃる。

楕 円 Ｃ ： ７ ズ ２ - ６ り ＋ １ ２ ｙ ２ ＝ ４ と ｘ 十 ｙ ご Ｏ に 平 行 な 直 線 と が ２ つ の 交 点 を

持つときそのｑ＝１点はｘ ニ］と二］ｙ＝Ｏ上にある。
フ コ

ｓ二ｚ十ｙとｊ＝ｘ-ロ］こ二］丿を用いると
レ コ

この楕円はび：ｓ２十 □ ロ レ 、 ト ‾ ｊ □- - ＿ ｊ - ＿匹 コ
｀ ‾ ‾ ‾ ‾ Ｊ と Ｓ ， Ｍ こ よ っ て 表 せ る 。

∩ コ

この結果を利用してＣのｌｘ十丿≦Ｉの部分の面積Ｓを求めてみる。求める

部分は副 ≦１の部分になる。ｊをｓで表したとき副 ≦１の部分の積分は

／： ロ （ レニと二］-ｓ２）直となり，これを計算すると
卜 珂

二 言 二
口 つ

π十「Ｔ：Ξコとなる。Ｏ≦ｓ≦１かつＯ≦ｒ≦１の面

積が ニ］ヒ⊇であり，求める部分の面積ｓは積分結果にこの面積をかければ
□ □

求まるので，求める部分の面積Ｓは

Ｃの面積は

-

６ - ◇Ｍ２（２６４-２３）



次の問いに答えよ。

剛 剰 余 の 定 理 を 記 せ。

（２）剰余の定理を証明せよ。

③整式バズ）について剰余の定理を使い次のことが成立することを示せ。

整式バｘ）においてαが方程式バｘ）＝Ｏの解であるならば

バズ）はｘ-αで割り切れる。

（４）整式／（ｘ）においてバα）＝が（ａ）＝Ｏならば／＾（ｘ）は（ｘ-α）２で割り切れる

ことを示せ。

- ７ - ◇Ｍ２（２６４-２４）


